
　わが国の理学療法士が 10 万人を超えたとは言え，一般の社会生活を送る上で理学療法
に接する機会はそれほど多いとはいえません．そのような中で，高校生にとっては理学療
法士や理学療法は身近な存在の一つとなりつつあります．その理由として，キャリア教育
によって多くの職業を知る機会が増えたことに加え，自身や友人・家族が怪我や疾病を
患った過程で理学療法士と触れ合う機会が増えていることが挙げられます．今や，高校生
の 100 人に 1 人が理学療法士を志す時代です．
　一昔前は，スポーツ傷害を有する対象者のアスレティックリハビリテーションにかかわ
りたいとする志望動機をもった高校生が多かったように思います．一方，スポーツ理学療
法を職業と考えた場合には脆弱な部分も多く，進路指導を担当する教員や進学塾等から現
実の雇用状況に基づいた対応の必要性が指摘された時期もあります．
　健康寿命の延伸を具体化する方策としては，“予防と参加”が挙げられます．スポーツ
と理学療法との関係については，EOI にも示したように，スポーツ傷害を有する対象者の
機能・能力の回復や参加を支援するものと，身体の機能向上，精神の集中や快適性，集団
での協調性，余暇活動としての社会交流など様々な効用が期待されるスポーツを活動手段
としてとらえて，予防や参加を促進するものとに大別されます．後者の多くは，業として
の理学療法にとどまらず，理学療法で習得した技術や知識を社会へ適用する要素が色濃く
含まれています．スポーツは，その目的，種目，競技レベル，社会環境などに応じて専門
的な支援は異なる面があります．また，競争原理の点から，高度な機器・用具の開発の過
程やトレーニングを含む対処方法などで科学的な意見交換や情報の開示に大きな制約を伴
う場合もあります．スポーツ理学療法の基盤となる学問や技能は実に幅広く，広義の運動
学に加えて，臨床医学，婦人科学，栄養，薬物との相互作用，材料や用具，コーチング，
集団指導論，学校・産業保健，神経系の制御機構と運動学習の理解と介入など多岐にわた
ります．最近では，競技生活に区切りをつけた方のリカレント教育として，理学療法が選
択されることも少なくないようです．後進の育成の中でコンディショニングトレーナーの
側面や，指導者の素養として理学療法を活用いただいているようです．このような点から，
“養成と教育”という似て非なる課程で，夢や希望を現実化していく支援を多様化する必
要もあるように思います．
　本特集で，医師や理学療法士ではないスタッフ間の密接な連携を可能にするスポーツマ
ネジメントに資するコーディネーターの必要性が提案されています．現場でこの領域に関
われている理学療法士の一部には，我こそがコーディネーターとして適任であると自負さ
れている方もいるかもしれません．個別の事案は別として，全体論として関係者のとらえ
方は理学療法士の思いとは異なっているようです．このことは，地域・在宅医療において
も同様の指摘を受けています．私たちは，周囲からどのような評価を受けているのかにもっ
と敏感になり，私たちにしかできないことは何かを明確にする必要があります．そして，
これまでとは異なる領域や形態で仕事をする上では，謙虚さと粘り強さを今まで以上に考
える必要があるようにも思います．組織の力や風向きによっては一時的に主流となったり
成果を得ることはあるかもしれませんが，実力を高め等身大の普及・啓発を図っていくこ
とこそが，その流れが途切れることのない本流であるといえます． （内山　靖）
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